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分類 対象（箇所） 結果

既設

（改造なし）

２３３２９

アクセス困難なセル内の機器 2,251
全て確認完了。記録の不足なし。

（6/28 審査会合で報告済）

アクセス困難なセル外の機器 2,296 全て確認完了。記録の不足なし。

アクセス可能な機器 16,358
実検査可能であり検査は成立する。

（検査前までに検査記録を整理）

建物・構築物 2,424 全て確認完了。記録の不足なし。

配管

３０３８０

重大事故等対処設備の配管 5,130 全て確認完了。記録の不足なし。

その他 25,250 全て確認完了。記録の不足なし。

Ｆ施設

５９２

アクセス困難なＦ施設の機器 329 全て確認完了。記録の不足なし。

アクセス可能なＦ施設の機器 263
実検査可能であり検査は成立する。

（検査前までに検査記録を整備）

（注１)「分類」には その他として 新設５２４２ 改造１１８ がある.

（注２) 図１は 第４０９回 安全審査会（2021 ・ 7.26）日本原燃提出の資料より作成

工
場
内
主
工
程
は

放
射
能
汚
染

工
場
の
使
用
前
事
業
者
検

査
対
象
の
五
万
九
六
六
一
箇

所
に
つ
い
て
、
人
が
ア
ク
セ

ス
困
難
な
箇
所
は
四
八
七
六

（
八
・
二
％
）
と
の
事
で
す
。

こ
の
ア
ク
セ
ス
困
難
な
検
査

対
象
に
つ
い
て
、
日
本
原
燃

は
、
驚
く
な
か
れ
、
工
場
の

各
種
記
録
（
設
計
、
政
策
、

施
工
、
検
査
記
録
等
）
を
組

み
合
わ
せ
安
全
審
査
が
実
施

可
能
と
し
て
い
ま
す
。

人
が
近
づ
け
な
い
機
器

汚
染
対
策

不
可
能

ど
の
よ
う
に
耐
震
補
強
？

使
用
前
事
業
者
検
査
で

は
、
現
在
の
機
器
の
状
態
が

確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
放
射
能
に
よ
り
人
が

近
づ
け
な
い
、
危
険
で
し
か

も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
主

要
工
程
の
機
器
の
デ
ー
タ
を

左
図
は
、
最
も
危
険
な
、
放
射
性
廃
液
貯
槽

と
廃
液
を
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
す
る
溶
融
炉
が

あ
る
建
屋
で
す
。
ガ
ラ
ス
固
化
炉
セ
ル
で
は

廃
液
漏
洩
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
薄
赤
色
部

分
は
放
射
線
で
人
が
立
ち
入
る
こ
と
が
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

六
ケ
所
再
処
理
工
場
は
、
建
設
に
着
手
し
た
一
九
九
三
年
か
ら

す
で
に
二
九
年
目
。
実
際
に
放
射
性
物
質
を
使
用
し
た
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
を
行
っ
て
か
ら
も
一
五
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
長
い

年
月
の
う
ち
に
、
総
延
長
一
三
〇
〇
ｋ
ｍ
と
言
わ
れ
る
配
管
や
諸

装
置
が
老
朽
化
し
始
め
ま
し
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
と
セ
ル
内
の

放
射
性
廃
液
漏
れ
に
よ
り
、
人
の
立
ち
入
れ
な
い
「
ア
ク
セ
ス
困

難
箇
所
」
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
財
政
的
に
も
破
綻
寸
前
で
す
。

図
２
出
典
「
事
業
変
更
許
可
申
請
書
」

建
屋

の
右
側
に
最
も
危
険
な
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽
、
建
屋

の
左
側
に
ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
炉
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

ガラス溶融炉Ａ

ガラス溶融炉Ｂ

直
接
取
ら
な
い
で
過
去
の
記
録
で
検
査
に

代
え
る
な
ど
有
り
得
な
い
、
あ
ま
り
に
も

非
科
学
的
な
危
険
な
行
為
で
す
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
貯
槽

第４０９回安全審査会

https://www2.nsr.go.jp/dis

closure/committee/yuushiki

sya/tekigousei/nuclear_facil

ities/180000182.html



。

二
〇
一
一
・
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
の
と

き
、
特
に
日
本
の
二
つ
の
再
処
理
工
場
が
ど

の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
か
、
当
時
を
伝
え

た
「
天
恵
の
海
」
の
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

１
、
も
ん
じ
ゅ
は
廃
炉
、
核
燃
サ
イ
ク

ル
は
成
り
立
た
ず
六
ケ
所
再
処
理

工
場
は
計
画
を
一
か
ら
見
直
す
べ

き
で
す
。
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

２
、
再
処
理
稼
働
に
よ
っ
て
大
量
発

生
す
る
ト
リ
チ
ウ
ム
に
よ
る
環
境

破
壊
を
ど
う
考
え
ま
す
か
？

３
、
大
地
震
に
よ
っ
て
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
の
貯
槽
の
冷
却
が
止
ま

り
蒸
発
乾
固
後
の
揮
発
や
爆
発
の

恐
れ
が
出
て
き
た
場
合
、
貯
槽
自

体
の
爆
発
へ
ど
う
対
処
し
ま
す
か
？

要
請
の
理
由
（
要
約
）

六
ケ
所
再
処
理
工
場
は
二
九
年
が
経

過
し
、
工
場
の
施
設
そ
の
も
の
に
老
朽

化
が
始
ま
っ
て
お
り
、
放
射
能
漏
洩
な

ど
大
事
故
が
起
こ
る
可
能
性
は
排
除
で

き
ま
せ
ん
。
原
子
力
規
制
委
員
会
は
高

レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽
の
冷
却
が
止
ま
っ
た

場
合
の
「
蒸
発
乾
固
後
の
揮
発
や
爆
発
」

に
つ
い
て
対
策
審
査
の
対
象
と
し
な
い

と
政
府
答
弁
で
答
え
ま
し
た
。
国
民
の

生
命
、
健
康
、
財
産
、
環
境
を
守
り
住

民
に
被
害
が
及
ぶ
前
に
再
処
理
工
場
の

本
格
稼
働
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

東
海
再
処
理
工
場

外
部
電
源
喪
失
四
六
時
間

東
海
再
処
理
工
場
も
地
震
に
よ

り
停
電
と
な
り
、
非
常
電
源
七
基

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
隣
接
す

る
新
川
沿
い
に
約
五
・
六
㍍
の
津

波
が
襲
来
。
防
潮
堤
は
高
さ
六
・

六
㍍
で
約
一
㍍
の
余
裕
が
あ
り
、

運
良
く
浸
水
の
危
機
を
免
れ
ま
し

た
。
外
部
電
源
が
復
旧
し
た
の
は

約
四
六
時
間
後
で
し
た
が
、
工
業

用
水
の
断
水
が
八
五
時
間
、
水
道

水
の
断
水
が
二
六
五
時
間
続
き
ま

し
た
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の

発
熱
除
去
用
冷
却
ポ
ン
プ
と
水
素

除
去
用
圧
縮
機
は
継
続
運
転
出
来

ま
し
た
。
使
用
済
み
核
燃
料
貯
蔵

プ
ー
ル
に
は
、
廃
炉
作
業
中
の
「
ふ

げ
ん
」
の
も
の
二
六
五
体
（
約
四

二
ト
ン
）
が
あ
り
プ
ー
ル
水
が
床

面
に
一
部
溢
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

冷
却
は
維
持
出
来
ま
し
た
。
隣
接

す
る
実
規
模
開
発
試
験
施
設
の
壁

が
破
損
し
、
さ
ら
に
二
〇
ト
ン
ク

レ
ー
ン
が
落
下
し
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
『
フ
レ
ン
ド
リ
ー

通
信
臨
時
増
刊
号
』
か
ら
）

「
天
恵
の
海
」
第
一
〇
六
号

２
０
１
１
・
１
２
．
１
３
発
行

こ
の
文
書
は
一
月
二
六
日
に
日
本
原
燃
に
送
ら
れ
、
二

月
七
日
ま
で
の
回
答
を
要
請
し
ま
し
た
。
「
裁
判
に
関
わ

る
こ
と
な
の
で
文
書
で
回
答
出
来
な
い
」
と
の
口
頭
の
返

事
で
し
た
。
「
蒸
発
乾
固
後
の
審
査
問
題
」
は
国
会
で
の

福
島
み
ず
ほ
議
員
の
質
問
主
意
書
で
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
地
元
の
市
民
団
体
の
真
摯
な
問
い
か
け
に
、
日
本

原
燃
は
誠
意
を
も
っ
て
回
答
す
る
べ
き
で
す
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場

一
一
日
、
地
震
発
生
後
、
非
常
用
電
源
へ
、

す
べ
て
商
業
用
電
源
へ
の
回
復
は
、

一
五
日
朝
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
二
四
〇
立

方
㍍
、
使
用
済
み
燃
料
約
三
〇
〇
〇
ト

ン
を
貯
め
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に

つ
い
て
原
燃
ホ
ー
ム
㌻
は
次
の
よ
う

に
報
じ
て
い
ま
す
。
（
抜
粋
）

◆
十
一
日
地
震
発
生
に
伴
い
再
処
理

工
場
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
セ
ン

タ
ー
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
の
外
部
電
源

喪
失
、
非
常
用
電
源
に
よ
り
給
電
。

◆
十
三
日
二
二
時
二
二
分

使
用
済

み
燃
料
受
け
入
れ
・
貯
蔵
施
設
を
除
く

再
処
理
工
場
の
保
安
上
の
電
源
を
、
商

業
電
源
に
切
り
替
え
。

◆
十
四
日
一
五
時
十
二
分

ウ
ラ
ン

濃
縮
工
場
、
非
常
用
電
源
か
ら
商
業
電

源
に
切
り
替
え
。

◆
十
五
日
五
時
十
分
ま
で
に
再
処
理

工
場
の
保
安
上
必
要
な
電
源
に
つ
い

て
す
べ
て
商
業
用
電
源
に
切
り
替
え
。

「
天
恵
の
海
」
第
九
五
号

２
０
１
１
・
３
．
３
０
発
行

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
、
水
素

発
生
と
崩
壊
熱
が
あ
り
、
水
素
爆
発
・

蒸
発
乾
固
・
硝
酸
塩
爆
発
の
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
常
時
電
気
に
よ
る
冷
却

水
の
循
環
と
水
素
掃
気
を
行
っ
て
貯

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
放
射
線
が
強
く

そ
ば
に
人
が
立
つ
と
致
死
量
を
浴
び

て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
冷
却

用
パ
イ
プ
や
、
循
環
ポ
ン
プ
、
無
数

の
計
器
類
を
保
守
・
点
検
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？

耐
震
性
強
化
な
ど
が

出
来
る
で
し
ょ
う
か
？

現
存
す
る

放
射
性
廃
液
を
緊
急
に
ガ
ラ
ス
固
化

し
、
再
処
理
そ
の
も
の
か
ら
撤
退
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。


